
最近のコメをめぐる情勢・動きについて

令和７年１２月８日

兵庫県農林水産部農産園芸課
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１コメの価格について
（１）茶わん１杯のお米の値段

（２）銘柄米とその他（ブレンド米等）の販売割合・販売価格

（３）相対取引価格の推移

（４）米取引関係者の判断（米穀機構による調査、令和７年１０月分）

（５）民間在庫量の推移

（６）米（全国平均）のコスト調査結果

（７）米の作付規模別６０ｋｇ当たり生産費（令和５年産）
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（１）茶わん１杯のお米の値段

4,208円/5kg（10/20～26）÷77杯分≒約55円



（参考）長期的な主食用米の価格の動向

５
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（参考）１世帯当たり１か月間の購入数量の推移

総務省「家計調査」
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（参考）家庭における１世帯当たりの支出金額の推移
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（２）銘柄米とその他（ブレンド米等）の販売割合・販売価格
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（３）相対取引価格の推移

〇令和７年産米の令和７年10月の相対取引価格は、全銘柄平均で37,058円/玄米
60kgとなり、対前年同月＋13,238円（＋56％）、対前月＋163円（＋0％）となった
ところ。また、取引数量は、33.7万トン（対前年同月比＋23％）となった。
〇年産平均価格36,965円/玄米60kgは、出荷業者と卸売業者等との間の取引価
格としては、比較可能な平成２年以降で過去最高の価格である。
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（４）米取引関係者の判断（米穀機構による調査、令和７年１０月分）【その１】

① 主食用米の需給動向

〇 米穀機構の米取引関係者の判断に関する調査(令和７年10月分)によると、主
食用米の需給動向の現状判断は前回調査と比べて▼12ポイントの「大幅に減
少」、見通し（向こう３ヶ月）判断は▲10ポイントの「大幅に減少」。
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（４）米取引関係者の判断（米穀機構による調査、令和７年１０月分）【その２】

② 主食用米の米価水準

〇 米穀機構の米取引関係者の判断に関する調査(令和７年10月分)によると、
主 食用米の米価水準の現状判断は前回調査と比べて±０ポイントの「横ばい」、
見通し（向こう３ヶ月）判断は▲18ポイントの「大幅に減少」。
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（５）民間在庫量の推移
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（６）米（全国平均）のコスト調査結果
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（７）米の作付け規模別６０ｋｇ当たり生産費（令和５年産）
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１ 経営面
① 「規模拡大」農機具費等の固定費用を大幅に低減させる。農地集積と並行し
て進めることで、作業効率向上による労働費低減を図る。

② 「経営の工夫」を経営体の条件に合わせて実践し、諸経費を削減。
（例：農業機械利用の工夫（自己メンテナンスなど）、未利用資源活用の工夫）

２ 生産面
③ 「稲作基本技術」の的確な実践により、安定的に高収量を確保。
④ 「疎植/直播栽培」を導入し、育苗～田植に係る春作業費用を低減。

注）紙面の都合で、個々の内容についての詳細な解説ができていないので、別途、
解説書等を併用する。

（参考）水稲低コスト生産 コツのコツ（平成27年2月）兵庫県農政環境部発行
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（参考）固定費用の低減、農業機械利用の工夫→農業支援サービス事業体
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２令和７年産の作付状況
（１）作付状況（令和７年９月１５日時点）

（２）令和７年産水稲の生育状況（令和７年１１月１日報告時点）

（３）令和７年産水稲の予想収穫量（１０月２５日現在）

（４）夏の高温・渇水の状況と対応について
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（１）水田における作付状況（令和７年９月１５日時点）

〇令和７年産の主食用米の作付面積は、前年実績（125.9万ha）から10.8万ha （６
月末時点の作付意向から0.4万ha）増加し、136.7万haとなった。

〇戦略作物等の作付面積は、いずれの品目も減少するとともに、畑地化面積につ
いては、0.8万haとなった。
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（参考）水田における都道府県別の作付け状況（令和７年９月１５日時点）【抜粋】
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（２）令和7年産水稲の生育状況（令和7年１１月１日報告時点）
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（３）令和７年産水稲の予想収穫量（１０月２５日現在）

〇 令和７年産主食用米の予想収穫量は、生産者が使用しているふるい目幅ベー
スで 718 万１千トン（前年に比べ 66 万２千トンの増加)。ふるい目幅1.70mmベー
スで 746 万８千トン（前年に比べ 67 万６千トンの増加)。 予想収穫量は平成 29 
年以来最大の見込み。

〇 全国の作況単収指数は102と見込まれる。



（参考）ふるい下米の発生量（推計）
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（参考）精米歩留りの状況調査（事業者の精米実績）の結果
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（参考）直近の需給動向



（４）夏の高温・渇水の状況と対応について
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（参考）令和７年度にデビューした兵庫県水稲オリジナル品種について

【背景・目的・成果】
平成28年度から、競争力のある兵庫米づ

くりを推進するため、県独自のオリジナル主
食用品種をJAグループ、実需者等と一体と
なって育成している。
その第１弾として令和7年度にデビューした

「コ・ノ・ホ・シ」は、「キヌヒカリ」に代わる高温
登熟性と食味に優れた品種です。
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ひょうごの水稲オリジナル品種普及推進協議会
ＪＡグループ兵庫、兵庫県、
（一社）兵庫県農作物改良協会、兵庫県米穀事業協同組合

本県オリジナルの水稲新品種がＲ７デビュー

担当課：農産園芸課 連絡先：078-362-3494（内線4064）

ひょうごの水稲オリジナル品種の育成経緯と計画

• 地球温暖化が進む中、夏の暑さによりお米が白く濁るなど、品質が低下。

• ＪＡグループ兵庫と兵庫県が共同研究契約のもと、ＪＡグループ兵庫から
温室の整備や検査機器の導入等の支援を受け、夏の暑さに強く、おいしい
新品種の育成を平成28年からスタート。

• 通常14年かかる品種育成を、温室等を活用し、9年に短縮。

• 令和７年度にキヌヒカリに替わる品種「 」がデビュー。

H28～R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

コノホシ
(キヌヒカリ代替)

ヒノヒカリ代替

コシヒカリ代替

デビュー・一般栽培

デビュー
一般栽培

交配・固定・選抜等

交配・固定・選抜等

交配・固定・選抜等

デビュー・一般栽培

① コノホシ推進方針 ② コノホシ販売開始までのスケジュール

過去10年平均

全 国 78.4%

兵庫県 57.2%
キヌヒカリ 36.6%

＜1等米比率の比較（H26～R5)＞

10,000系統→ 5系統 → ３系統 →  2系統 →１系統

令和６年９月末 協議会ＨＰ立ち上げ
（https://hyogo-original-rice.jp/）

10月 育成経緯や推進方針等を記者発表

令和７年 ２月 名称・ロゴの発表 品種登録出願

５月 新品種栽培開始（約１５０ha）
JA兵庫六甲、JA兵庫南、JAみのり、

JA兵庫みらい、JA兵庫西、

JA淡路日の出、JAあわじ島

９月 新品種収穫（約600ｔ）

秋 一般販売開始

（1）栽培方法
環境創造型農業を基本とし、みどりの⾷料システム戦略、環境問題と

SDGsへの対応を考慮して取り組む。当面の販売を担う

ＪＡグループ兵庫では、県（認証⾷品）の認証取得

できる栽培方式の導入を進めていく。

(2)供給先
兵庫県は米の消費量が生産量を上回る状況を
踏まえ、県民に親しまれるよう県内量販店、学校
給食等を基本とする。

(３)広報戦略
名称発表や販売開始を契機として、生産者や
消費者双方の機運醸成に向けた広報を展開する。

＜兵庫県の米流通量試算＞

150ha→ 1,500ha→ 4,500ha→全面転換 ※参考 キヌヒカリ面積4,500ha(R5)

＜名称ロゴデザイン＞

【協議会HP】
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ご清聴ありがとうございました
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兵庫県の水稲品種別作付面積

Sample
Sample
Sample

コシヒカリ

45%

12,845ha

キヌヒカリ

16%

4,477ha

ヒノヒカリ

23%

6,421ha

きぬむすめ

8% 2,419ha

その他

8%

県下主食用米の品種構成（令和5年度）

高温への強さ：中

高温への強さ：やや弱い

高温への強さ：弱い

高温への強さ：中

（県農産園芸課調べ）



県内水稲の１等米比率
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キヌヒカリの１等米と８月の平均気温の関係

R² = 0.6367
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８月の平均気温が高いほど
１等比率は下がる



令和７年産のコ・ノ・ホ・シの状況（R7.10末現在）

コ・ノ・ホ・シ キヌヒカリ

427.9 

46.8 

2.9 
1.6 

89.3％

一等米

二等米

三等米
（規格外）

778.6 

3,248.7 

375.9 

19.2 

17.6％

一等米

二等米

三等米

（規格外）

キヌヒカリコ・ノ・ホ・シ

総量
479.2トン

総量
4,422.4トン

（一等米比率）（一等米比率）
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